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道南小谷石の豪雨災害

“小谷石"(こたにいし)という北海道南端の漁村のこ

とを最近までほとんどの人は耳にしたことはなかっ

たと思います.だが北海道へ船で渡ったことのある

人は大多数この場所を目にしているはずです.青

森から函館へ向う連絡船が津軽海峡の中はへさしかかっ

た時左手前方に見える北海道の山地のもっとも手近

校一角にこの漁村があるのですから.北海道のいわ

ば玄関わきでひっそりと遇してきた小谷石が一躍有

名になったのは不幸たことですが!973年9月24目の

大災害のゆえでした.

1973年の夏は梅雨時の豪雨災害が連続した前年とう

って変ってさして大きな災害もなくこのまま無事に

終るかと見えていました.その矢先お彼岸の中目の

9月23同夜半から翌24目にかけて津軽海峡一帯に烈し

い集中豪雨がおそい北海道南端と本州北端の各地に

大きな被害をもたらしました.この時の災害は大部

分の地域では河川の氾濫･浸水のほか青森県下北半

島･北海道亀田半島の各

地での散点的な崖くずれ
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が主でした.ところが

ただ1カ所渡島(おし

ま)半島南部の知内(し

りうち)町小谷石だけは

集中的な崖くずれと土石

流の発生によって一部

落はほとんど潰滅という

大打撃をうけたのです.

秦光男･坂本亨

その惨状は知内町の役場から提供していただいた3枚

の航空写真(陸上自衛隊撮影1･3は9月26目2は25

目)にもっとも端的に示されています.

小谷石部落は鮮新世の火山岩によって構成された山

地の一隅にありますが部落付近はいちじるしい温泉変

質をうけている場所であり同時に地すべり地帯として

も知られています.このような場所で豪雨災害カミど

のような形態をもって現われるか何か他地域とは異た

った特殊な様相を示すものかどうかこのような点に関

心をもって私たちは10月6目わずか半目.のことですカミ

被害の現場を観察に出かけました.部落付近は復旧

作業がかなり進んでおりおもな川筋の土石がとりのぞ

かれ家屋の修復も行なわれようとしていましたカミ部

落より上流の地域についてはまだ手がつけられておらず

災害当時のままを見ることカミできました.

写真①連絡船上から兄た小谷石の山地

§小谷二百の地形と地質

小谷石は函館の南西約40km知内{地の東端が津

軽海峡に没するところにあります.知内山地は最高

点でも海抜826.3m中程度の山地ですカミ稜線カミいち

じるしく南へ偏っているため南側は海抜700～800mか

らわずか2～3kmで海に達する急斜面となっています.

この急斜面を亥リむせまい渓谷の出口にわずかな平地を

求めて人家が密集しているのカミ知内山地南縁の山と海

にはさまれた小谷石はじめ福島町の岩部･目出などの浄

写真②小谷石の災害状況1(湯の択)�
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積岩類は泥岩砂岩互層からなる厚沢部層珪藻土質の塊

状泥岩からなる館層砂岩からなる鶉層に分けられてい

ます･厚沢部層および館層は従来道南の標準層序とさ

れている黒松内層に鶉層は瀬棚層に相当する地層です.

知内火山岩類を構成する安山岩は一般に新鮮な紫蘇輝

石普通輝石安山岩～普通輝石紫蘇輝石安山岩からなり

紫蘇輝石質岩系(Hype･shenicrOckse･ies)に属するも

のです.

これらの地層は全体として緩く南へ傾いていますが

小谷石付近は一つの半ドｰム状構造の中核になっていて

この火山岩類の最下部が露れています.この部分がい

ちじるしい温泉変質によると思われる粘土化をうけてお

り地すべりの多発地帯ともなっているのです.小谷

石付近では温泉作用の末期に生じた褐鉄鉱鉱床だとも

見られます.恋お地質図には北斜面だけしか書いて

ありませんが南斜面でも山腹の各所に緩傾斜地をつ

くって角礫を主とした崖錐性の堆積物が分布していま

す.しかし南側ではこの負礫層の分布はごく小

規模なものです.

§雨の降りかた

7月から亭月中旬までほとんど好天つづきだった北海

道南部セは8月末から9月前半にかけて大雨がっづき

ました.この間知内町では

8月30目!00mm

9月3目80m1皿

9月7～8目80mm

9月14目120工nm

という状況です.このため9月14Hには小得石の
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第2図知内付近地質図(山1コ昇一技官の原図により簡略化)

南部と北部で地すべりが生じています.この後約10

目をおいて9月23日夜半からはげしい落雷をともなう､

集中豪雨がはじまりました.この時の雨量は188mm

までは判っていますが記録はそこでストップしてしま

いました･推定では9月23日夜半からの24時間で

300mm近い雨が降ったとされています.この付近の

年平均雨量は1,100～ユ,200mmです.そのユ/4に6

写真⑧福島町岩部14日の洪水で傾いた橋23-24目にぼ被害は出て

い枚い.

写真⑨福晶町目出の防災工事と急崖下に密集した人家�
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写真⑭昆元まで迫った崖くずれ(湯の沢)

写真⑮杉林を1ヵ所だけなぎ倒した崖くずれ(上の沢)

23-24目の雨ではまず地すべりが心配されました.

さいわいこの雨では地すべりは起りませんでしたカミ

小谷石周辺のごく狭い範囲で130ケ所以上というおび

ただしい崖くずれが発生しています.地形的には海

岸道路(写真5･6)ぞいや渓流ぞいの斜面のいたる

ところですし地質的には温泉変質をうけた火山岩の

斜面地すべり地塊の末端部それに山腹の古い崖鋒性

礫層の部分に発生しています.これらの全体を通じで

ほとんどの場合崩壊はきわめて表層的恋現象です.

もちろん崖くずれの現場をすべて見たわけではありませ

んが見た限りでは大部分幅10m内外高さ数mの規

模で斜面表層の風化殻の部分のみが浅く剥落している

のが特色です.この点でははじめに予想したような

温泉変質･地すべり地帯という地質の特性に対応した特

異な崩壊現象というようなものは見られませんでした.

少なくとも地質学上の特殊性カミ今回の災害の大きな

原因になっているというよう荏例は見られませんでした.

母岩のいかんにかかわらず斜面表層の風化殻の剥落～

滑落として生ずるのカミ産くずれの一般的荏例なのでし

ょう.ただし崩壊が母岩に及んだと見られる例は

変質した火山岩の斜面と崖錐性礫層のつくる緩斜地の末

端とで2～3ケ所見られています.

なおこの集中豪雨に際して小谷石では風速24～25

mの強い海風が吹き喬木カミ根ごと揺すぶられ崖くず

れはその個所からはじまったことカミ地元の人によって指

摘されています.1971年の千葉県下の災害のときにも

同様のことが指摘されていますが

これは崖くずれ対策上留意すべき点

と思われます.

写真⑯礫層の崩壊(中の沢)

写真⑰礫層の崩壊(中の沢)

§左肩流

津軽海峡の両側にまたがった今回

の豪雨災害で小谷石だけカミ部落の

全戸数のほぼ8割カ童全半壊死者･

行方不明者7人という惨状を呈した

のは小谷石に集まる3つの渓流す

べてに土石流が発生したためでした.

土石流は沢ぞいの人家を倒壊し

谷を埋めて海まで押し出していま

す血この土石流は巨大た岩塊は

あまり多くありませんが流木の多

いことが一つの特色でした.土石

流堆積物の材料となっている岩塊は�
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写真⑳渓流の

側方侵食

(湯の沢)

ワヒやウニは大きな打撃をうけました.漁業不振から

立ち直るために近年になってはじめたばかりのコンブや

ワカメの養殖も大量の土砂の流出によっていちじるし

い被害を受けたと推定されています.しかしこれら

の実体についてはあまり明らかにされていません.

こうした海も陸も含めて今度の災害では科学的た実

体調査という点がいちじるしく立遅れているように思わ

れます.また土石流による被害はいちじるしく集

中的で潰滅的なことが特色ですがこの土石流の実体を

明らかにしその対策を講ずることが緊急な課題と思わ

れます.最後に調査にあたって種々お世話してくださ

った知内町役場の方々に厚くお礼を申し上げます.

(著者らは地質部)

写真⑳新旧の土石流堆積物の断面(中の沢)

写真⑳ロｰム層(暗色部)を挾んで上下の土石流堆積物(湯の沢)

写真⑳古い土石流堆積物の上を占める部落(中の沢)�


